
台風と寒冷前線の通過で、

一気に空気が入れ替わりま

した。

１０月は秋季大祭です。

立教の月でこの教えがは

じめてこの世に伝えられこ

とになった始まりの月です。

不思議と当教会でもこの１

０月と１１月には様々なこ

とが起こります。

前会長が病で倒れたのが

１０月１９日でした。

仕切りの月、仕切るというのは、物事をやりきる、完了させるとともに、新たなことをは

じめるためのスタートをきるということに繋がると思います。

そのためには、腹をくくって仕切る根性も必要なことだと思います。

教祖１００年祭諭達より

天保九年十月、親神様は、「我は元の神・実の神である。」と啓示られ、教祖を神のやし

ろに貰い受け、初めて人間世界に現れ給うた。以来、教祖は、世界一れつを救けたいとの

親神様の思召のままに、神一条・たすけ一条の道を歩まれ、五十年の長きにわたって、や

まさかやいばらぐろふもがけみちも、心明るく通り抜け、真実の限りを尽して寄り来る人

人を育て、つとめの完成とさづけの徹底をもって、この世が陽気ぐらしの世界と立て替わ

るよう図られた。しかるに、親を慕い親を思う子供の情愛は、親に従うことの尊さを承知

しながらも、容易には親の道に踏み切れなかった。教祖は、こうした子供の信条を不憫と

思召され、定命を縮めて御身をかくされた。

しかしながら、教祖は、姿はかくしても存命で働く、と仰せられ、おとこば通り、世界た

すけに夜昼の区別なくお働き下されて、その御導きは末代に及ぶ

教祖１１０年祭諭達より

おかきさげに、よふぼくの生涯の理を諭して、誠一つを仰せ下される。この誠の道は、

教祖が御自らお通り下された、五十年のひながたにお示しいただくところである。

誠は言うは易く、行うは難しい。この難しい誠の道も、教祖のひながたを見失わぬ限り、

通り切らせていただくことができる。こんな有難いことはない。

一名一人の心に、この誠一つの理があれば、内内は十分睦ましく治まり、陽気な姿が教

会にも現れ出る。みな揃うて誠の心なら、その精神に乗って、親神様は、いかな自由の守

護もお見せくだされる。
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道の子は、等しく、心の成人をお待ちくだされている教祖の親心にお応え申して、日日

は、ぢば一つに心を寄せて、神一条、たすけ一条に、尽し運び、慎みと報謝の心で、誠の

道を、仕切り根性、仕切り力、仕切り知恵をもって、積極的に歩み抜かせていただき、自

らの成人の実が、陽気ぐらしの手本と言われる教会の内容充実の上に現われ出るように、

願い通らせていただきたい。

・・・一部引用 以上

諭達とは、真柱様が教祖年祭に向けて活動していくときの心構えを明示し告知したもの

です。今年１０月２６日教祖１４０年祭に向けての諭達が発布されます。

どのような諭達が発布されるのか、わかっていませんが、教会として今年は始まりの月と

なることがたくさん起こってほしいものだと思います。

【天理のイチョウ並木が歩行者天国に！？】 http://hokotenri.net/
近頃、インスタ映えスポットになっている親里大路のイチョウ並木が歩行者天国になりま

す。 11月 19日、20日の二日間。10:00-17:00で開催します。
20日にはマーチングのパレードもあります！ 是非誘い合ってお越しください ！



74.神の理を立てる
明治１３年秋の頃、教祖は、つとめをすることを、大層厳しくお急き込み下された。警察

の見張り、干渉の激しい時であったから、人々が躊躇していると、教祖は、「人間の義理を

病んで神の道を潰すは、道であろうまい。人間の理を立ていでも、神の理を立てるは道で

あろう。さ、神の理を潰して人間の理を立てるか、人間の理を立てず神の理を立てるか。

これ、二つ一つの返答をせよ。」と、刻限を以て、厳しくお急き込み下された。そこで、皆

々相談の上、「心を定めておつとめをさしてもらおう。」ということになった。ところが、

おつとめの手は、めいめいに稽古も出来ていたが、かぐらづとめの人衆は、未だ誰彼と言

うて定まってはいなかったので、これもお決め頂いて、勤めさせて頂くことになった。ま

た、女鳴物は、三味線は飯降よしえ、胡弓は上田ナライト、琴は辻とめぎくの三人が、教

祖からお定め頂いていたが、男鳴物の方は、未だ手合わせも稽古も出来ていないし、俄の

ことであるから、どうしたら宜しきやと、種々相談もしたが、人間の心で勝手に出来ない

という上から、教祖にこの旨をお伺い申し上げた。すると、教祖は、「さあさあ、鳴物々々

という。今のところは、一が、二になり、二が三になっても、神が許す。皆、勤める者の

心の調子を神が受け取るねで。これよう聞き分け。」と言う意味のお言葉を下されたので、

皆、安心して勇んで勤めた。山沢為造は、一二下りのてをどりに出させて頂いた。場所は、

つとめ場所の北の上段の間の、南に続く八畳の間であった。

77.栗の節句
教祖は、ある時、増井りんに、「九月九日は、栗の節句と言うているが、栗の節句とは、苦

がなくなるということである。栗はイガの剛いものである。そのイガをとれば、中に皮が

あり、又、渋がある。その皮なり渋をとれば、まことに味のよい実が出て来るで。人間も、

理を聞いて、イガや渋をとったら、心にうまい味わいを持つようになるのやで。」と、お聞

かせ下された。

https://youtu.be/MsrFQnvZVrw
とりあえず、この動画を見てください。世

の中いろいろなことが出来る

んだと改めて感動しました。

もう一つ動画紹介

若い人たちに絶大な人気の

Youtuber が天理を紹介してい
るのですが、本当に勉強してわかりやすく

話しているこれも必見。

https://youtu.be/8G2ZXhni3zM

きちんと自分の言葉で伝えよ

うとしている姿が、誰にも受

け入れられるのだと思う。この姿勢はもっと無習うべきですね。

https://youtu.be/MsrFQnvZVrw
https://youtu.be/8G2ZXhni3zM

